
第１２回 資源循環型施設建設候補地選定委員会 次第 

 

                     日 時：平成１８年 ６月２８日（水） 

                         午前９時３０分から１１時３０分 

                     場 所：清浄園 ２階 会議室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 報告事項 

   第１１回委員会の会議録について 

 

 

４ 議題 

 

 （１）候補地評価表の確認・・・・・・・・・・・・・・（資料１） 
 
 
 （２）候補地評価点数について・・・・・・・・・・・・（資料２） 

 
 
 （３）候補地の絞込み・・・・・・・・・・・・・・・・（資料３） 
 
 
 （４）追加項目による候補地評価について・・・・・・・（資料４） 
 

 

 （５）地域住民の情報収集のあり方について・・・・・・（資料５） 

 

 

５ その他 

 （１）広域連合のごみ処理の概要・・・・・・・・・・・（資料６） 

 

 （２）次回委員会について（日程調整） 

 

６ 閉  会 
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資　料　１ H18.6.28

3 9-1 9-2 10 11-1 11-2 12 14 15-1 15-2 16-1 16-2 21 24-1 24-2
搬入道路となる浅間サ
ンラインの交通量は
13,503台で収集車によ
る増加割合は2.22％と
なる。

アクセス道路となる東
部望月線の交通量は
8,503台で収集車による
増加割合は3.53％とな
る。

アクセス道路となる東
部望月線の交通量は
8,503台で収集車による
増加割合は3.53％とな
る。

アクセス道路となる丸
子北御牧東部線の交通
量は928台で収集車によ
る増加割合は32.3％と
なる。

芦田大屋線の交通量は
5,165台で収集車による
増加割合は5.81％とな
る。アクセス道路は千
曲川左岸広域農道とな
り、増加割合は同程度
と考えられる。

芦田大屋線の交通量は
5,165台で収集車による
増加割合は5.81％とな
る。アクセス道路は千
曲川左岸広域農道とな
り、増加割合は同程度
と考えられる。

アクセス道路となる芦
田大屋線の交通量は
5,165台で収集車による
増加割合は5.81％とな
る。

アクセス道路は幅員
5.5m以上の市道とな
り、増加割合は20％を
超えると考えられる。

アクセス道路は幅員
5.5m以上の市道とな
り、増加割合は20％を
超えると考えられる。

アクセス道路は幅員
5.5m以上の市道とな
り、増加割合は20％を
超えると考えられる。

別所丸子線の交通量は
7,645台で収集車による
増加割合は3.92％とな
る。

別所丸子線の交通量は
7,645台で収集車による
増加割合は3.92％とな
る。

アクセス道路となる国
道143号の交通量は
9,415台で、収集車によ
る増加割合が3.19％と
なる。

アクセス道路となる国
道18号の交通量は
20,746台で収集車によ
る増加割合は1.45％と
なる。

アクセス道路となる上
田丸子線の交通量は
20,661台で収集車によ
る増加割合は1.45％と
なる。

A A A C A A A C C C A A A A A
特になし 特になし 特になし 特になし 隣接する八重原台地一

帯（旧北御牧村）に東
御市指定天然記念物の
オオルリシジミ（平成
17年12月指定）が生息
している。

隣接する八重原台地一
帯（旧北御牧村）に東
御市指定天然記念物の
オオルリシジミ（平成
17年12月指定）が生息
している。

東側約400ｍの位置に絶
滅危惧種Ⅱ類の鳥類
（ヨタカヨタカ科）が
生息している。

特になし 西側約70mにある砂原池
には上田市指定の天然
記念物（平成18年2月21
日指定）のトンボ（マ
ダラヤンマ）が生息す
る。

西側約700mにある砂原
池には上田市指定の天
然記念物（平成18年2月
21日指定）のトンボ
（マダラヤンマ）が生
息する。

特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

A A A A C C C A C B A A A A A
放流先となる神川はＡ
類型で、内共第１号の
内水面漁業権が設定さ
れている。

放流先となる千曲川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

放流先となる千曲川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

放流先となる千曲川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

放流先となる塩川沢川
には類型指定及び内水
面漁業権はない。

放流先となる塩川沢川
には類型指定及び内水
面漁業権はない。

放流先となる塩川沢川
には類型指定及び内水
面漁業権はない。

放流先となる深山沢に
は類型指定及び内水面
漁業権はない。

放流先となる谷ノ口川
には類型指定及び内水
面漁業権はない。

放流先となる唐沢には
類型指定及び内水面漁
業権はない。

放流先となる三郎川に
は類型指定及び内水面
漁業権はない。

放流先となる三郎川に
は類型指定及び内水面
漁業権はない。

放流先となる浦野川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

放流先となる千曲川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

放流先となる千曲川は
Ａ類型で、内共第１号
の内水面漁業権が設定
されている。

C C C C A A A A A A A A C C C
候補地から500m以内に
は東側台地に漆戸、南
側に林之郷の集落があ
る。200m以内には神川
対岸に野竹の集落があ
る。

候補地から500m以内に
は南東側に島川原の集
落がある。

候補地から500m以内に
は、北西側に城ノ前の
集落、西側に羽毛山の
集落がある。200m以内
には信越本線を挟んで
北側に加沢の集落があ
る。

候補地から500m以内に
は、東側に牧ノ原の集
落がある。200m以内に
は東側に羽毛山の集落
がある。

候補地から500m以内に
は集落は無い。

候補地から500m以内に
は、南東側に浦久保の
集落がある。

候補地から500m以内に
は、北側に練合の集落
がある。200m以内には
北東側に藤原田の集落
がある。

候補地から500m以内に
は住宅と混在した別荘
地がある。

候補地から500m以内に
は集落は無い。

候補地から500m以内に
は集落は無い。

候補地から500m以内に
は集落は無い。

候補地から500m以内に
は集落は無い。

候補地から500m以内に
は、東側に横山、北西
に仁古田の集落があ
る。200m以内には南東
側に保野の集落があ
る。

候補地周辺は、市街地
となっている。

候補地周辺は、市街地
となっている。

C B C C A B C B A A A A C C C
半径500m以内に公共施
設はない。

半径500m以内に公共施
設はない。

半径500m以内に公共施
設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

大学、公共施設等が隣
接し、最も近くにある
長野県工科短期大学ま
では約400ｍとなってい
る。

大学、公共施設等が隣
接し、最も近くにある
長野県工科短期大学ま
では約300ｍとなってい
る。

半径500m以内に病院が
あり、病院までの距離
は約160ｍである。

半径500m以内には公共
施設はない。

半径500m以内には公共
施設はない。

A A A A A A A A A A B B B A A

都
市
基
盤

浅間サンラインに隣接
し、公共下水道の排水
区域となっていない。
候補地の中央にφ
100mm、東側の道路にφ
250mmの水道管あり。

東部望月線と候補地の
間に信越本線がとお
る。また、公共下水道
の区域とはなっていな
いが東側に公共下水道
整備区域が隣接する。
工業団地の中央の道路
にφ100mmの水道管あ
り。

東部望月線と候補地の
間に信越本線がとお
る。また、公共下水道
の区域とはなっていな
いが北側に公共下水道
整備区域が隣接する。
工業団地の南側の道路
にφ100mmの水道管あ
り。

丸子北御牧東部線が隣
接している。公共下水
道の集水区域にはなっ
てなく、集水区域は千
曲川を挟んだ対岸とな
る。工業団地の南側の
道路にφ100mmの水道管
あり。

千曲川左岸広域農道に
隣接しており、公共下
水道は近くにない。工
業団地内の道路にφ
150mmの水道管あり。上
流側約450ｍの位置に工
業用の井戸がある。

千曲川左岸広域農道に
隣接しており、公共下
水道は近くにない。工
業団地内の道路にφ
150mmの水道管あり。上
流側約360ｍの位置に工
業用の井戸がある。

芦田大屋線から100ｍ西
側へ入った位置にあ
り、公共下水道なし。
候補地北側の道路に候
補地の西側半分までφ
200mmの水道管あり。近
くの配水池から取水は
可能。

幅員5.5m以上の市道に
隣接しており、公共下
水道の集水区域はな
い。沢を挟んで西側の
尾根部に湧水がある。
候補地東側の道路に別
荘地開発のために設置
したφ200mmの水道管あ
り。

幅員5.5m以上の市道に
隣接しており、公共下
水道なし。水道管な
し。

幅員5.5m以上の市道に
隣接しており、公共下
水道なし。水道管な
し。

幅員5.5m以上の市道に
隣接しており、公共下
水道なし。候補地南側
の道路にφ250mmの水道
管あり。

幅員5.5m以上の市道に
隣接しており、公共下
水道なし。候補地南側
の道路にφ250mmの水道
管あり。

候補地は国道143号から
600ｍ南側にあり、農業
集落排水の集水区域は
隣接するが公共下水道
なし。横山池の南側の
道路にφ75mmの水道管
あり。

国道18号、都市計画道
路、堤防道路等が隣接
し、公共下水道の集水
区域となっている。候
補地北側の道路にφ
100mmの水道管が２本あ
り。

上田丸子線、都市計画
道路、堤防道路等が隣
接し、公共下水道の集
水区域となっている。
食肉衛生検査所の北側
の道路にφ300mmの水道
管あり。

B B B B B B B B C C B B B A A
豊殿産業団地として売
却予定。希望業種:①製
造業、②流通業、③研
究開発機関、④医療福
祉関係。

南西側は上川原工業団
地、その他は水田もし
くは畑に利用されてい
る。

ほとんどの土地が水田
もしくは畑に利用され
ている。

工業団地として造成。 工業団地として造成。 工業団地として造成。 特になし 森林公園として利用す
る予定。

特になし 特になし 平成８年３月に作成し
た国土利用計画に中で
は東山周辺開発拠点
ゾーンとして住宅、学
園、頭脳集積型産業、
文化施設等を整備する
こととなっている。

平成８年３月に作成し
た国土利用計画に中で
は東山周辺開発拠点
ゾーンとして住宅、学
園、頭脳集積型産業、
文化施設等を整備する
こととなっている。

特になし 都市計画用途地域指定
がある。ほとんどの土
地が水田もしくは畑に
利用されている。

都市計画用と地域指定
がある

B B C B B B A C A A B B A C B
公設民営の卸団地移転
計画地として造成され
たが、移転計画が無く
なった。そのため、施
設整備により土地の有
効利用が図れる。

工業団地の有効利用が
図れる。

現状の土地利用が農地
であるため、利便性や
環境改善等の利点は特
にない。

敷地は現在未利用地と
なっている。そのた
め、施設整備により土
地の有効利用が図れ
る。

敷地は現在未利用地と
なっている。そのた
め、施設整備により土
地の有効利用が図れ
る。

敷地は現在未利用地と
なっている。そのた
め、施設整備により土
地の有効利用が図れ
る。

現在部分的にマレット
ゴルフ場として利用さ
れており、施設整備に
よる効果は特に考えら
れない。

候補地内及び候補地の
南側は別荘地となって
いるため、環境への配
慮がより厳しくなると
考えられる。

候補地内及び周辺には
廃材置き場等が点在す
ることから、施設の整
備により不法投棄や無
秩序な開発行為の抑制
となる。

候補地内及び周辺には
廃材置き場等が点在す
ることから、施設の整
備により不法投棄や無
秩序な開発行為の抑制
となる。

施設を環境教育の施設
として位置付ければ土
地利用計画にマッチし
た施設となる。

施設を環境教育の施設
として位置付ければ土
地利用計画にマッチし
た施設となる。

造成を行った泉池の有
効利用が図れる。

周辺は市街地のため、
土地利用の影響は認め
られない。

周辺は市街地のため、
土地利用の影響は認め
られない。

A A C A A A C C A A A A A C C
後背流域はない。 後背流域はない。 後背流域はない。 約37haの後背流域があ

る。
後背流域はない。 後背流域はない。 約５haの後背流域があ

る。
約11haの後背流域があ
る。

約19haの後背流域があ
る。活断層の疑いのあ
るリニアメントがあ
る。

約26haの後背流域があ
る。活断層の疑いのあ
るリニアメントがあ
る。

後背流域はない。 後背流域はない。 後背流域はない。 後背流域はない。 後背流域はない。

A A A C A A B B C C A A A A A
総運搬距離は150,196km
となる。

総運搬距離は252,982km
となる。

総運搬距離は272,294km
となる。

総運搬距離は237,617km
となる。

総運搬距離は218,618km
となる。

総運搬距離は218,618km
となる。

総運搬距離は218,755km
となる。

総運搬距離は286,739km
となる。

総運搬距離は204,315km
となる。

総運搬距離は208,883km
となる。

総運搬距離は173,618km
となる。

総運搬距離は186,661km
となる。

総運搬距離は201,005km
となる。

総運搬距離は147,379km
となる。

総運搬距離は136,563km
となる。

A C C B B B B C B B A A B A A

※文化財の位置、余熱利用の項目については、現段階で点数化しないこととする。
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省
エ
ネ
ル
ギ
ー

等

災
害
危
険

土
地
取
得

土
地
利
用

項目

土地利用計画

周辺土地利用等への影
響

流域面積の大きさ

総運搬距離

周
辺
環
境

周辺住宅等状況

公共施設の位置

都市基盤整備状況（下
水道、上水道）

候    補    地    評    価    表

生
活
・
自
然
環
境

車両通行の影響
（１日当たりの収集車
の台数を300台とし、
12時間交通量との比較
を行う。）

生物への影響

放流先の環境基準類
型・漁業権



項　　目

車両通行の影
響

A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 C 0.25 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00

生物への影響 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 C 0.25 C 0.25 A 1.00 C 0.25 B 0.50 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00

放 流 先 の 類
型・権利

C 0.25 C 0.25 C 0.25 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 C 0.25 C 0.25

周辺住宅等状
況

C 0.25 B 0.50 C 0.25 C 0.25 A 1.00 B 0.50 C 0.25 B 0.50 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 C 0.25 C 0.25

公共施設の位
置

A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 B 0.50 B 0.50 B 0.50 A 1.00 A 1.00

都市基盤
都市基盤整備
状況

B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 C 0.25 C 0.25 B 0.50 B 0.50 B 0.50 A 1.00 A 1.00

土地利用 土地利用計画 B 0.50 B 0.50 C 0.25 B 0.50 B 0.50 B 0.50 A 1.00 C 0.25 A 1.00 A 1.00 B 0.50 B 0.50 A 1.00 C 0.25 B 0.50

土地取得
周辺土地利用
等への影響

A 1.00 A 1.00 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 C 0.25

災害危険
流域面積の大
きさ

A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 A 1.00 A 1.00 B 0.50 B 0.50 C 0.25 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00

省エネル
ギ
ー等
総運搬距離 A 1.00 C 0.25 C 0.25 B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 C 0.25 B 0.50 B 0.50 A 1.00 A 1.00 B 0.50 A 1.00 A 1.00

合　　　計 6.75

12

6.255.50

11-1

7.75

11-2

7.25

24-2

7.25

24-1

7.00

生活・自
然
環境

周辺環境

14

5.50

10
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3

7.50 7.00

9-2

5.75

9-1 16-1

8.50 7.00

21
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16-215-1

6.50

15-2

8.50

評価集計表（重み付けなし）



項　　目

車両通行の影
響

A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 C 0.25 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00

生物への影響 A 2.00 A 2.00 A 2.00 A 2.00 C 0.25 C 0.25 C 0.25 A 2.00 C 0.25 B 1.00 A 2.00 A 2.00 A 2.00 A 2.00 A 2.00

放 流 先 の 類
型・権利

C 0.25 C 0.25 C 0.25 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 C 0.25 C 0.25

周辺住宅等状
況

C 0.25 B 1.00 C 0.25 C 0.25 A 2.00 B 1.00 C 0.25 B 1.00 A 2.00 A 2.00 A 2.00 A 2.00 C 0.25 C 0.25 C 0.25

公共施設の位
置

A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 B 0.50 B 0.50 B 0.50 A 1.00 A 1.00

都市基盤
都市基盤整備
状況

B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 B 0.50 C 0.25 C 0.25 B 0.50 B 0.50 B 0.50 A 1.00 A 1.00

土地利用 土地利用計画 B 1.00 B 1.00 C 0.25 B 1.00 B 1.00 B 1.00 A 2.00 C 0.25 A 2.00 A 2.00 B 1.00 B 1.00 A 2.00 C 0.25 B 1.00

土地取得
周辺土地利用
等への影響

A 1.00 A 1.00 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 C 0.25

災害危険
流域面積の大
きさ

A 1.00 A 1.00 A 1.00 C 0.25 A 1.00 A 1.00 B 0.50 B 0.50 C 0.25 C 0.25 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00 A 1.00

省エネル
ギ
ー等
総運搬距離 A 2.00 C 0.25 C 0.25 B 1.00 B 1.00 B 1.00 B 1.00 C 0.25 B 1.00 B 1.00 A 2.00 A 2.00 B 1.00 A 2.00 A 2.00

合　　　計

ﾗﾝｸ 標準 重要

Ａ 1.00 2.00

Ｂ 0.50 1.00

Ｃ 0.25 0.25

3

10.00 9.00

9-2

6.75

9-1

生活・自
然
環境

周辺環境

評価点

21

9.50

14

7.00

15-1

9.00

15-2 16-1

12.00

16-2

12.00

24-2

9.75

24-1

9.00

10

9.75

12

7.757.50

11-1

9.75

11-2

8.75
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評価集計表（重み付けあり）



候補地の評価点数一覧

◎ 重み付けなし並べ替え ◎重み付けあり並べ替え

重み付けなし重み付けあり

3 7.50 10.00 16-1 8.50 16-1 12.00

9-1 7.00 9.00 16-2 8.50 16-2 12.00

9-2 5.75 6.75 11-1 7.75 3 10.00

10 5.50 7.50 3 7.50 11-1 9.75

11-1 7.75 9.75 11-2 7.25 15-2 9.75

11-2 7.25 8.75 24-2 7.25 24-2 9.75

12 6.25 7.75 9-1 7.00 21 9.50

14 5.50 7.00 21 7.00 9-1 9.00

15-1 6.50 9.00 24-1 7.00 15-1 9.00

15-2 6.75 9.75 15-2 6.75 24-1 9.00

16-1 8.50 12.00 15-1 6.50 11-2 8.75

16-2 8.50 12.00 12 6.25 12 7.75

21 7.00 9.50 9-2 5.75 10 7.50

24-1 7.00 9.00 10 5.50 14 7.00

24-2 7.25 9.75 14 5.50 9-2 6.75
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評価点候補地番号
評価点

候補地番号 候補地番号評価点
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追加評価項目 

評価項目 評価基準の考え方 具体的な評価基準 

利
水 用水の確保 

地下水などの利用の可能性を基

準に評価する。 

周辺の状況から地下水などの利用の可能

性を評価する。 

土地価格 土地の価格を基準に評価する。
宅地、耕作地、山林等に分けて土地の価格

を算出し、合計の価格の大小で評価する。
土
地
取
得 土地所有 

公有地であるか民有地であるか

を基準に評価する。 

候補地全体に占める公有地の割合で評価

する。 

造成の容易性 
土地の造成にかかる費用や技術

的な容易性を基準に評価する。

土地を造成するために必要な土工量、地盤

改良・地下水対策・岩掘削等の有無により

評価する。 

施
工
性
・
経
済
性 

搬入経路の改

修工事の必要

性 

改修にかかる費用、規模を基準

に評価する。 

搬入道路の整備延長、道路の構造（橋梁や

擁壁の有無）等により評価する。 

収
集
運
搬

主要道路への

アクセス 

主要道路の状況やアクセスの容

易性を基準に評価する。 

主要道路の交通量、主要道路までの距離、

上下・左右の起伏、見通し等により評価す

る。 

評価配点表 
評価ランク 

番号 項目 
配

点 Ａ(1.0) Ｂ(0.5) Ｃ(0.25) 

１ 用水の確保  
井戸または伏流水

の利用が可能 

井戸等の可能性が不

明 

井戸等の用水の確

保は困難 

２ 土地価格  
１m２あたり１万円

未満 

１m２あたり１万円以

上３万円未満 

１m２あたり３万円

以上 

３ 土地所有  公共用地である 
民間が所有地、一部

公共用地あり 
民間の所有地 

４ 造成の容易性  
造成済みまたは造

成不要である 

造成済みであるが 

一部造成が必要 

造成工事が必要で

ある 

５ 
搬入経路の改修 

工事の必要性 
 
道路の改修工事は

不要 

100m未満の道路改修

工事が必要 

100m 以上の道路改

修工事が必要 

６ 
主要道路への 

アクセス 
 アクセスは良好 ― 

アクセスに問題が

ある 

総合評価において検討する項目 

文化財の位置 
隣接する状況を基準に評価す

る。 

一定距離内の文化財の種類、文化財までの

距離等により総合的に評価する。 

教育・啓発の

効果 

地域住民が関心を持ち、ごみ問

題に関する啓発ができる場所か

どうかを評価する。 

人が集りやすい周辺環境であるかを総合

的に評価する。 

周
辺
環
境 

廃棄物関連施

設の数 

周辺の廃棄物関連施設の数を基

準に評価する。 

周辺の廃棄物処理施設の種類、状況等によ

り評価する。 

 余熱利用 
余熱利用の可能性を基準に評価

する。 

余熱が利用できる周辺施設の有無や可能

性があるかどうか評価する。 

評価項目 評価基準の考え方 具体的な評価 
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地域住民の情報収集のあり方について 

 
１委員会の基本方針・・・情報公開を広く行う 

 ＜これまでの対応＞ 

・委員会を公開し誰でも傍聴できる 
・報道機関への情報の提供 
・広報誌への情報の掲載 
・会議等での委員会の経過報告 

 
２情報収集について 

候補地が具体的に示されているので 
関係地域への情報公開を積極的に行い、さまざまな意見を収集する必要がある。 
この意見をまとめて委員会において議論していく。 

 
３情報収集の方法（案） 

１ 
・候補地ごとに周辺の自治会、区の代表者に事務局から報告 
・出された意見を取りまとめて候補地ごとに整理 
・委員会に報告 
・地域の意見を踏まえて候補地の絞り込みに反映 

 
２ 
・候補地ごとに事務局から住民報告会を開催する 
・意見を取りまとめて委員会に報告 
 
３ 
・候補地の最終絞込結果の情報公開 

 



上田地域広域連合のごみ処理概要

１　可燃ごみ焼却量の推移
区分/年度 Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

上田 38,986 39,814 41,110 41,654 33,636 30,422 31,964 32,585 36,166 40,220 39,482 37,847 36,595 34,794

丸子 6,500 6,950 5,994 5,793 6,098 6,385 6,960 7,393 7,248 6,423 7,077 7,856 7,570 7,834

東部 4,640 3,671 3,676 3,876 4,277 3,942 3,437 4,209 4,150 4,726 4,873 4,695 4,157 4,420

広域全体 50,126 50,435 50,780 51,323 44,011 40,749 42,361 44,187 47,564 51,369 51,432 50,398 48,322 47,048

前年比 0.62% 0.68% 1.07% -14.25% -7.41% 3.96% 4.31% 7.64% 8.00% 0.12% -2.01% -4.12% -2.64%

区分/年度 Ｈ４ Ｈ５ Ｈ６ Ｈ７ Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

収集 39,861 39,515 38,621 37,750 28,842 25,082 25,221 25,809 27,177 28,417 28,735 32,358 30,743 29,958

持込 10,265 10,920 12,159 13,574 15,169 15,667 17,140 18,378 20,387 22,952 22,697 18,040 17,597 17,090

合計 50,126 50,435 50,780 51,323 44,011 40,749 42,361 44,187 47,564 51,369 51,432 50,398 48,322 47,048

H18.6.28
第１２回資源循環型施設建設候補地選定委員会
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ごみ焼却量の推移
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２　総ごみ発生量の推移

３　ごみ減量への取り組み

主な取り組み事項

（１）可燃ごみ、不燃ごみ有料指定袋制度導入

（２）広報でのごみの減量、分別、リサイクルを啓発

（３）資源回収事業の推進

（４）事業系資源紙ごみ搬入規制

（５）ごみ減量アドバイザー制度の充実

（６）生ごみ堆肥化機器購入補助補助

（７）ダンボール式生ごみ堆肥化機材普及推進及び購入補助

（８）リサイクル活動拠点施設設置

（９）ごみ減量に取り組む市民ボランティア支援

広域連合のごみ処理量の推移

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

90000

処
理
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（
ト
ン
／
年

）

総ごみ発生量 62844 66181 74008 76664 76347 76303 73569

可燃ごみ 42361 44187 47564 51369 51432 50398 48322

不燃ごみ 3333 3523 7961 8896 9495 10716 9862

資源物 9469 9795 10249 10586 10300 11046 11117
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